
日時：2026年11月13日（金）18:30～19:45

会場：エテルナ高崎

〒370-0841 群馬県高崎市栄町22-30

P R O G R A M

18:30～19:00一般講演

自験例を通じて振り返る子宮体がんに対する化学療法の変遷

座 長

群馬大学大学院医学系研究科 産科婦人科学 教授

演 者

群馬県立がんセンター 婦人科 部長

19:00～19:45特別講演

演 者

岡山大学学術研究院医歯薬学域 周産期医療学
講座 教授

2024年9月作成

KEY24OT0277

婦人科がん Update Seminar

謹啓

平素は弊社製品に関しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さてこの度、下記のテーマにて、講演会を開催させて頂く運びとなりました。何卒ご参加賜りますようお願い申し上げます。

謹白

• 本会は事前参加登録制となりますので、参加をご希望の際は担当者へご連絡ください。
• 医師等、医療系資格を有する医療従事者向けの講演会となっております。

 学生や受付・医療事務の方等のご参加はご遠慮いただきますようお願い申し上げます。

学術講演会のご案内

共催 群馬産科婦人科学会

岩瀬  明  先生

山下  宗一  先生

長尾  昌二  先生

本講演会は以下の単位を申請中です
・日本専門医機構 学術集会参加単位 １単位、産婦人科領域講習単位 1単位
産婦人科領域講習単位は講演をすべてご視聴いただくことで付与されます。

【会場にお越しの先生方】
講演・質疑ともにLive配信いたします。
当日は軽食をご用意しております。つきましては先生の所属するご施設の院内規定等をご確認いただき、
必要な手続き等がございましたらお取りくださいますようお願い申し上げます。
先生ご自身の旅費を実費負担させていただく場合がございます。
その際はご施設や共催団体・共催会社等のルールを確認の上、個別にご相談させていただきますのでよろしくお願い致します。

プラチナ抵抗性再発卵巣癌に対するレジメン選択を考える
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